
成
田
山
書
道
美
術
館
蔵
松
井
如
流
宛
西
川
寧
葉
書
か
ら
み
る
『
書
品
』
編
集
の
断
面
（
1
1
）

前
　
川
　
知
　
里

は
じ
め
に

　
本
稿
で

は
、
成
田
山
書
道
美
術
館
が
所
蔵
す
る
松
井
如
流
宛
葉
書
計
＝
二
通
の
う
ち
、
西

川
寧
の
葉
書
を
紹
介
す
る
。
西
川
寧
の
葉
書
は
成
田
山
書
道
美
術
館
に
計
二
〇
通
所
蔵
さ
れ
て

い

る
が
、
そ
の
一
覧
に
つ
い
て
は
表
1
を
参
照
さ
れ
た
い
。
表
1
は
消
印
の
年
代
順
に
筆
者
が

作
成

し
た
表
で
あ
る
。
拙
稿
「
成
田
山
書
道
美
術
館
蔵
松
井
如
流
宛
西
川
寧
葉
書
か
ら
み
る

『書
品
』
編
集
の
断
面
」
（
『
書
道
学
論
集
』
1
6
号
、
大
東
文
化
大
学
大
学
院
書
道
学
専
攻
院

生

会
、
平
成
三
十
一
年
）
で
は
表
1
の
う
ち
、
資
料
番
号
1
か
ら
1
0
ま
で
を
紹
介
し
た
が
、

本
稿
で
は

資
料
番
号
1
1
か
ら
2
O
ま
で
を
紹
介
す
る
。
こ
の
う
ち
資
料
番
号
3
は
消
印
が
判

読
で
き
ず
、
正
確
な
日
付
が
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
宛
先
の
松
井
如
流
の
住
所
が
練
馬
区
と

な
っ
て
い
る
点
、
押
さ
れ
て
い
る
消
印
が
昭
和
二
十
八
年
以
前
に
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ

る
点
、
内
容
が
『
書
品
』
一
四
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
成
都
西
楼
帖
」
に
つ
い
て
の
も
の
で

あ
る
点
か
ら
昭
和
二
十
六
年
の
葉
書
と
判
断
し
、
資
料
番
号
3
に
位
置
付
け
た
。

　

こ
れ
ら
二
〇
通
の
主
な
内
容
は
『
書
品
』
誌
に
つ
い
て
の
や
り
取
り
で
あ
る
。
『
書
品
』
の

概
要
に

つ
い
て

は
、
拙
稿
「
成
田
山
書
道
美
術
館
蔵
松
井
如
流
宛
西
川
寧
葉
書
か
ら
み
る
『
書

品
』
編
集
の
断
面
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
本
稿
で

は
、
松
井
如
流
宛
西
川
寧
葉
書
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
書
品
』
編
集
の
断

面
を
明
ら
か
に
し
た
い
o

【表
1
】

松井如流宛西川寧葉書一覧

番号 消印 番号 消印

1 昭和25年5月4日 11 昭和29年11月8日

2 昭和25年12月23日 12 昭和29年12月13日

3 昭和26年3月4日 13 昭和29年12月23日

4 昭和27年1月14日 14 昭和30年2月28日

5 昭和27年8月28日 15 昭和30年3月14日

6 昭和27年9月25日 16 昭和30年5月2日

7 昭和28年9月14日 17 昭和33年1月7日

8 昭和29年1月26日 18 昭和38年3月11日

9 昭和29年2月25日 19 昭和39年7月14日

10 昭和29年3月20日 20 昭和40年7月16日
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松
井
如
流
宛
西
川
寧
葉
書

　

本
章
で
は
、
表
1
の
資
料
番
号
1
1
か
ら
2
0
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
以
下
、

す
。【凡

例
】

　
・
翻
刻
の
改
行
は
原
則
と
し
て
原
文
に
従
い
行
っ
て
い
る
。

　
・
翻
刻
の
漢
字
の
表
記
は
原
文
に
従
っ
て
い
る
。

　
・
翻
刻
の
句
読
点
は
原
文
に
従
い
表
記
し
て
い
る
。

　
．
追
加
や
文
字
の
転
倒
な
ど
は
記
号
に
従
っ
て
本
来
の
位
置
に
配
し
て
い
る
。

　
・
判
読
で
き
な
い
文
字
に
つ
い
て
は
■
で
示
し
て
い
る
。

　
．
各
資
料
は
次
に
掲
げ
る
項
目
を
こ
の
順
に
示
し
て
い
る
。

　
［
資
料
番
号
］
　
表
1
の
通
し
番
号

　
［
裏
面
図
版
］

　
［
表
面
図
版
］
　
書
信
が
表
面
に
あ
る
場
合
に
の
み
図
版
を
掲
載
し
た

　
［
消
印
］

　
［
種
類
］
　
墨
書
か
ペ
ン
書
か
を
示
し
た

　
［
裏
面
翻
刻
］

　
［
表
面
翻
刻
］

　
［
補
考
］
　
葉
書
内
容
に
つ
い
て
の
補
考
等

凡

例
を
示

［
資
料
番
号
］
　
1
1

［裏
面
図
版
］

克
イ
喜
低
承
宏
み
ξ
多
孝
弔
旅
ユ

躍
才
欝
　
　
燈
・
イ
α
牛
2
工
8
－
う
、
う

脅
p
〃
劃
千
蓼
昂
つ
由
奪
セ
鳶

82
麸
4
1
虚
噴
晦
ぎ
妄
」
そ
中
魏

［消
印
］
　
昭
和
二
十
九
年
十
一
月
八
日

［種
類
］
　
ペ
ン
書

［裏
面
翻
刻
］

53
号
表
紙
校
正
は
昨
六
日
（
土
）
出
来
、
校
了
．
、

54

号

趙
号
は
先
般
の
青
山
案
「
尺
蹟
の
文
字
を
廓
大
す
る
」
の
で
は
図
版
の
割
付
中
々
手
が

か
・
り

急

に
は
出
来
ず
。
1
実
ハ
博
物
館
の
爲
真
は
撮
影
了
せ
る

も
公
式
記
載
の
手
績
も
未
了
に
つ
き
、
い
さ
・
か
私
用
す
る
に

気
が
ひ
け
ま
す
。
ー
何
と
か
便
法
を
講
し
て
早
く
製
版
に

ま
は
す
工
夫
を
し
ま
す
。
た
．
・
、
身
の
ま
は
り
今
な
ほ
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混
雑
し
て
ゐ
て
手
が
ま
は
り
か
ね
て
閉
口
々
々

願
用
↓
停
雲
館
中
趙
子
昂
の
中
峰
あ
て
尺
膿

の

と
こ
ろ
一
本
、
来
週
火
曜
お
も
ち
下
さ
れ
た
く
お
願

申
上
ま
す
。

［表
面
翻
刻
］

　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

練

馬
区
関
町
五
乙
ー
3

　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
松
井
如
流
様

卜
］
月
七
日

中
目
黒
四
ノ
一
四
四
五

　
　
西

川
寧

［補
考
］

　
書
面
中
に
「
5
4
号
趙
号
」
と
あ
る
が
、
五
五
号
の
間
違
い
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

「書
品
』
五
五
号
で
は
「
績
趙
之
謙
集
」
が
組
ま
れ
て
い
る
。
前
回
の
趙
之
謙
特
集
は
『
書
品
』

二
五
号
で
組

ま
れ
て
お
り
、
そ
の
関
係
で
「
績
」
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
，
昭
和
二
十
九
年
九

月
四
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
期
間
に
東
京
国
立
博
物
館
で
「
趙
之
謙
残
後
七
十
年
記
念
展
」
が

開
催
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
関
連
で
『
書
品
』
誌
上
に
お
い
て
特
集
が
組
ま
れ
た
。
西
川
寧
は
当

時
、
東
京
国
立
博
物
館
の
研
究
員
を
務
め
て
お
り
、
従
っ
て
、
文
中
の
「
博
物
館
」
は
東
京
国

立
博
物
館

を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
書
面
中
に
登
場
す
る
青
山
は
青
山
杉
雨
を
指
す
，

当
時
、
『
書
品
』
の
編
集
に
も
携
わ
り
、
『
書
品
』
五
五
号
掲
載
の
「
趙
之
謙
を
語
る
」
座
談
会

に
も
出
席
し
て
い
る
．
．

　
F
停
雲
館
」
と
は
『
停
雲
館
法
帖
』
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
趙
子
昂
の
「
與
中
峰
明
本
尺
墳
」

は

『停
雲
館
法
帖
』
巻
之
八
に
収
録
さ
れ
て
い
る
．
。

　
東
京
国
立
博
物
館
で
は
昭
和
二
十
九
年
十
一
月
二
日
に
河
出
書
房
「
定
本
書
道
全
集
」
発

行
記
念
展
を
開
催
し
て
い
る
、
こ
の
展
覧
会
の
出
品
目
録
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
定
本
書
道
全

集
」
宋
・
元
（
昭
和
三
十
年
）
に
は
原
寸
大
折
込
に
「
與
中
峰
明
本
尺
憤
」
の
図
版
が
掲
載
さ

れ

て

い

る
。
ま
た
、
「
定
本
書
道
全
集
」
宋
・
元
に
は
西
川
寧
の
「
元
朝
の
書
」
と
い
う
論
考

が
掲
載

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
松
井
如
流
か
ら
借
用
し
た
資
料
が
、
こ
う
し
た
論
考
を
執
筆

す
る
場
面
で
使
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
．

［
資
料
番
号
］
1
2

［裏
面
図
版
］

ら
・
4
　
t
－
．
“
R
N
d
v
　
i
－
‘
’
　
・
c
　
｝
〉
k
り
●
そ
ー
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［表
面
図
版
］

［消
印
］
　
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
十
三
日

［種

類
］
墨
書

［裏
面
翻
刻
］

明
月
曜
、
明
後
火
曜
で
上
野
の
陳
列

替
、
い
よ
く
例
の
米
庵
奮

蔵
品
に
致
し
ま
す
．
、
つ
い
て
は
詩

集
・
小
山
林
堂
図
録
も
陳
列
し
た

い

と
思
ま
す
の
で
恐
縮
な
か
ら
火
曜
京

橋
へ
御
持
参
下
さ
い
．
。
清
三
家

書
論
、
墨
場
必
携
、
米
庵
墨
談

筆
譜
も
陳
列
、
署
可
法
も
あ
つ
た
筈
で
す

が
今
見
當
ら
ず
．
、
暑
可
法
御
所
有
な
ら

［表
面
翻
刻
］

練
馬
区
関
町

　
　
　
ユ

五
乙

ノ
3

　
　
　
2

松
井
如
流
先
生

　

目
黒
四
ノ
一
四
四
五

十

二

日
　
西
川
寧

拝
借
願
ハ
レ

マ

シ
ク
ヤ

米
家
書
訣

と
い
ふ
の
は
何
で

し
た
ら
う
。

ボ
ン

ヤ
リ
思
出
せ

ど
甚
ア
ヤ
シ
。

お

所
持
で
す
か

［補
考
］

　
西

川
寧
は
昭
和
二
十
二
年
か
ら
昭
和
三
十
七
年
ま
で
の
期
間
、
東
京
国
立
博
物
館
調
査
員
を

務
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
間
の
展
示
で
あ
る
。
市
河
米
庵
の
所
蔵
品
の
展
覧
会
で
は
、

中
国
の
宋
、
元
、
明
、
清
時
代
の
真
跡
に
加
え
、
米
庵
自
身
の
筆
跡
並
び
に
著
作
が
展
観
さ
れ

た
。
当
時
の
『
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
第
九
十
号
で
は
、
「
米
庵
は
わ
が
書
道
史
の
上
で
何

と
い
っ
て
も
大
き
い
存
在
で
あ
り
、
と
か
く
こ
の
人
の
忘
れ
ら
れ
が
ち
な
当
今
、
こ
こ
に
改
め

て

そ

の

業
績
を
回
顧
す
る
よ
す
が
と
な
る
此
の
展
観
は
、
一
つ
の
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
ろ

う
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
『
西
川
寧
著
作
集
』
第
七
巻
、
⊥
ハ
ニ
九
頁
に
は
こ
の
展
覧
会
の
た
め
の
原
稿
が
掲
載
さ
れ
て

い

る
。
そ
こ
に
は
、
「
彼
の
蒐
集
品
の
大
部
分
は
明
治
時
代
に
市
河
三
兼
・
三
鼎
氏
か
ら
本
館

に
寄
贈
さ
れ
た
。
今
そ
の
ほ
ん
の
一
部
を
こ
こ
に
展
覧
し
て
米
庵
の
遺
業
を
し
の
ぶ
こ
と
と
し

た
」
と
し
て
、
『
詩
集
』
、
『
墨
場
必
携
』
、
『
米
庵
墨
談
』
、
『
小
山
林
堂
書
画
文
房
図
録
』
、
『
暑

可
法
』
、
『
清
三
家
書
論
』
、
『
米
庵
蔵
筆
譜
』
が
そ
の
展
観
物
と
し
て
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

う
ち
、
『
詩
集
』
、
『
小
山
林
堂
書
画
文
房
図
録
』
、
『
暑
可
法
』
は
、
松
井
如
流
の
蔵
品
が
展
示

さ
れ
た
可
能
性
が
こ
の
書
面
中
か
ら
読
み
取
れ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
西
川
寧
と
松
井
如
流
の
交
流
は
、
『
書
品
』
か
ら
派
生
し
て
、
そ
の
他
の
書

学
に
ま
つ
わ
る
談
議
や
本
の
貸
し
借
り
な
ど
に
及
ん
で
い
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
o

［消
印
］
　
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
二
十
三
日

［種
類
］
　
ペ
ン
書

［
資
料
番
号
］
1
3

［裏
面
図
版
］

〔表
面
図
版
］

綾
ら
彦
卿
砺
芸

第
　
繊

難
嘆
ゴ
ヨ
…
ゴ
、

　
　
　
｛
t
　
　
t

　
　
　
ゆ
　
ア
　
　
ピ

iw
w
a
u
t
w
d
e
’
t
n
d
，
“
，
t
；
．
s
．
”
t
t
t
t
／
’
「
t
－
r
h
．

、
r

二
三

　
　
　
　
｝
　
　
　
二

ξ
ペ
ミ
　
L
w

［裏
面
翻
刻
］

日
展
号

99点

かな〈24人〉÷2点＝12p

潜審査員
カンサ

特選〕36人一

　　平入選　　39人÷3＝13p

印　〔朱色印譜以外　　　　＝1p

44P

豫
定
図
版
3
8
P
で
す
が
、

な
る
。
ど
う
で
せ
う
。

図一44　p

印プー2P

　　　　　78

6
頁
増
と

写
真
折
角
と
っ
た
ん
だ
か
ら
皆

の

せ
た
い
。
の
せ
る
の
な
ら
一
頁
四
点

は

ツ

ラ
イ
。
去
年
と
異
っ
て
皆
ハ
t
r
t

が
あ
る
の
で
三
点
以
上
は
無
理
で
あ
る
。

四

点
に
し
て
も
平
入
選
3
9
点
で
は
1
0
頁
を

要
す
る
。
は
し
よ
れ
る
の
は
た
つ
た
3
P
o

右
御
考
へ
お
き
下
さ
い
。
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［表
面
翻
刻
］

　
　
　
　
　
　
　
ユ

練
馬
区
関
町
五
乙
2
3

　
松
井
如
流
先
生

東
京
都
目
黒
区
中
目
黒
四
－
一
四
四
五

　
　
西
川
寧

電
話
大
崎

（
4
9
）
七
八
八
1
1
1
i
g

本

日
5
5
号
再
校

全
部
出
ま
し
た
。

た
・
し
あ
な
た
の
ー
／
3

段
だ

け
ま
だ
組
め
て

ゐ

な
い
。
即
時
校
正
し

て

渡
し
ま
し
た
o

三

校
を
と
り
ま
す
。

十
二
月

廿
二
日

［補
考
］

　
『
書
品
』
五
六
号
に
お
い
て
「
第
十
回
日
展
集
」
が
組
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
号
の
打
ち
合

わ

せ
で

あ
る
。
こ
の
葉
書
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
西
川
寧
は
綿
密
な
割
付
を
行
っ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
『
書
品
』
五
六
号
で
は
、
図
版
は
審
査
員
、
無
鑑
査
、
特
選
、
入
選
を
問
わ
ず
、

1l
i
g
：
　
1
頁
で
掲
載
さ
れ
た
。
印
は
朱
色
印
譜
が
二
頁
、
白
黒
印
譜
が
二
頁
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。
結
果
的
に
、
図
版
を
大
き
く
見
せ
る
方
法
が
採
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
『
書
品
』
五
五
号
、
六
五
頁
の
ー
／
3
段
に
、
松
井
如
流
「
1
1
つ
の
流
」
と
い
う
論
稿
が
掲

載

さ
れ
て
お
り
、
表
面
記
載
の
「
あ
な
た
の
ー
／
3
段
」
と
は
、
こ
れ
を
指
し
て
い
る
と
考
え

て

差
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

［資
料
番
号
］
　
1
4

［裏
面
図
版
］

ス
星
W
儂
ぴ
き
旗
1
¢
顔
似
旦

借？
ヂ
陥
ヶ
ξ

［消
印
］
　
昭
和
三
十
年
二
月
二
十
八
日

［種
類
］
　
ペ
ン
書

［裏
面
翻
刻
］

又
風
邪
を
ひ
き
直
し
て
微
熱
で

籠
り
居
ま
す
。
恐
縮
で
す
が
明
B

書
品
会
合
は
當
方
で
願
度

い
と
存
じ
ま
す
。
い
つ
も
な
か
ら

勝
手
重
々

御
許
下
さ
い
。

飯
島
君
原
稿
そ
の
他
は
芳
賀

一 92一



に
申
附
け
ま
す
。

［
資
料
番
号
］
1
5

［表
面
翻
刻
］

練

馬
区
関
町
五
乙
2
3
1

　
松
井
如
流
様

二

月
廿
八
B

東
京
都
目
黒
区
中
目
黒
四
－
1
四
四
五

　
　
西
川
寧

電
話
大
崎
（
4
9
）
七
八
八
三
番

［補
考
］

　
昭

和
三
十
年
二
月
二
十
八
日
は
、
日
本
芸
術
院
総
会
で
西
川
寧
の
日
本
芸
術
院
賞
受
賞
が
決

定
し
た
日
で
あ
る
が
、
奇
し
く
も
風
邪
を
引
き
直
し
て
寝
込
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
西

川
寧
が
体
調
を
崩
し
た
折
、
西
川
寧
の
自
宅
に
て
『
書
品
』
編
集
会
議
が
開
か
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
葉
書
で
西
川
寧
は
自
宅
で
会
議
を
開
催
す
る
旨
を
松
井
如
流

に
伝
え
て
い
る
。
こ
こ
に
登
場
す
る
「
飯
島
君
原
稿
」
と
は
、
『
書
品
』
五
八
号
掲
載
の
飯
島

春
敬

「仮
名
の
発
生
と
興
隆
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
、
『
書
品
』
編
集
を
担
っ
て
い
た

一
人

で
あ
る
芳
賀
文
太
郎
に
託
す
旨
を
記
し
て
い
る
。

［裏
面
図
版
］

［表
面
図
版
］
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［消
印
］

昭
和
三
十
年
三
月
十
四
日

［種
類
］

ペ

ン
書

［裏
面
翻
刻
］

一
刻
も
早
く
と
思
へ
ば
せ
き
込
み
も

し
ま
し
た
が
、
ど
う
も
今
の
方
式

で

は
や
は
り
ダ
メ
で
す
。
あ
れ
以
来

図
版
に
手
を
つ
け
る
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
。
結
局
ま
た
明
後
火
曜

を
ま
つ
の
み
。
飯
島
稿
を
お
送
り
す
る

の

を
忘
れ
た
の
で
、
早
速
と
お
も
つ
た
が
、
急
い
で

も
ダ
メ
と
あ
れ
は
、
讃
ん
で
も
見
ね
ば
な
ら
ず
で
す
。

［表
面
翻
刻
］

　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

練

馬
区
関
町
五
乙
ノ
3

　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
松
井
如
流
様

三

月
十
三
日

東
京
都
目
黒
区
中
目
黒
四
ー
一
四
四
五

　
　
西
川
寧

電

話
大
崎
（
4
9）
七

八
八
三
番

萬
事
火

曜

に
致
し

ま
す
。

［補
考
］

　
資
料
番
号
1
4
に
登
場
す
る
飯
島
春
敬
の
原
稿
を
送
り
忘
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
萬
事
火

曜
に

致

し
ま
す
」
と
、
次
回
の
『
書
品
』
編
集
会
議
の
際
に
対
応
す
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

書
面

中
に
「
あ
れ
以
来
図
版
に
手
を
つ
け
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は

前

回
の
葉
書
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
、
若
し
く
は
芸
術
院
賞
受
賞
を
指
す
の
で
あ
ろ
う

か
O
　
F
あ
れ
以
来
」
が
何
を
示
し
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
．
F
今
の
方
式
で
は
や
は
り
ダ

メ
で
す
」
と
、
図
版
の
割
付
に
悩
ん
で
い
た
様
子
が
窺
え
る
。
『
書
品
』
五
八
号
で
は
「
日
書
・

独

立
・
謙
慎
・
廻
瀾
の
四
展
を
観
る
」
と
し
て
特
集
が
組
ま
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
作
品
の
図

版
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
そ
の
図
版
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

［
資
料
番
号
］
　
1
6

［裏
面
図
版
］

段
三
－
1
巴
ひ
、
｛
c
ク
’
　
1
£
、
Z
か
厚
？
か
ー
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［消
印
］
　
昭
和
三
十
年
五
月
二
日

［種
類
］
　
ペ
ン
書

［裏
面
翻
刻
］

明
三
日
座
談
会
は
夜
と
ば
か

り
思
ひ
こ
み
、
や
・
早
目
に
お
目
に
か
・

り
度
い
と
申
し
ま
し
た
が
、
四
時
と
あ
っ
て

は
、
例
の
お
禮
ま
は
り
の
為
、
早
く

行
け
ま
せ
ん
／
／
開
会
前
御
相

談
の
件
は
取
消
し
に
願
ま
す
．

右
要
用
の
み
取
急
ぎ

［表
面
翻
刻
］

　
　
　
　
　
　
　
　

練

馬
区
関
町
五
ノ
3

　
　
　
　
　
　
　
2

　
松
井
如
流
様

五
月
二
日

東
京
都

目
黒
区
中
目
黒
四
－
一
四
四
五

　
　
西
川
寧

電
話
大

崎
（
4
9
）
七
八
八
三
番

の

六
名
で
あ
っ
た
、

　
座
談
会
の
前
に
松
井
如
流
と
西
川
寧
は
相
談
す
る
約
束
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
．
、
昭
和

111十
年
l
　
l
月
l
　
1
十
八
日
の
m
本
芸
術
院
総
会
に
お
い
て
西
川
寧
の
第
十
回
日
展
出
品
作
で
あ
る

r隷
書
七
言
聯
」
が
日
本
芸
術
院
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
が
、
「
例
の
お
禮
ま
は
り
」

と
は
そ
れ
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
．
．
何
に
せ
よ
、
こ
の
葉
書
で
西
川
寧
は
「
例
の
お
禮

ま
は
り
の
為
」
に
座
談
会
開
会
前
の
約
束
の
取
り
消
し
を
申
し
出
て
い
る
．
．

［資
料
番
号
］

［裏
面
図
版
］

－
　
t
y

，
咋

‘含
⑨誓

L

：）9

［補
考
］

　
五
月
一
二
日
に
行
わ
れ
た
座
談
会
は
、
『
書
品
』
六
一
号
か
ら
六
二
号
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ

た
「
昭
和
初
期
の
書
道
界
ー
座
談
会
ー
」
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
司
会
を
青
山
杉
雨
が
務
め

て

お

り
、
出
席
者
は
手
島
右
卿
、
平
尾
孤
往
、
上
田
桑
鳩
、
柳
田
泰
雲
、
松
井
如
流
、
西
川
寧

［消
印
］
　
昭
和
三
十
三
年
一
月
七
日

ワ栢ロ
類
］
　
　
里
士
圭
日

［裏
面
翻
刻
］



恭
賀
新
年

　
戊
辰
元
旦

　
　
　
西
川
寧

［表
面
翻
刻
］

練
馬
区
関
町
五
ノ
ニ
一
二
一

　
松
井
如
流
先
生

中
目
黒
四
ノ
一
四
四
五

［補
考
］

　
西

川
寧
か
ら
松
井
如
流
に
宛
て
ら
れ
た
年
賀
状
で
あ
る
。
普
段
、
ペ
ン
字
の
葉
書
を
送
る
事

が
多
か
っ
た
西
川
寧
で
あ
る
が
、
年
賀
状
は
墨
書
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
背
面
に
は
朱
墨
で

F壽
」
の
一
字
が
蒙
書
体
で
書
写
さ
れ
て
い
る
。

［
資
料
番
号
］
1
8

［裏
面
図
版
］

い

産
蓼
ゐ
τ
4
ー
ん
．
膓
多
生

う
t
卑
白
」
多
L
諺
ひ
θ
▲
ナ
ア
7
与
Z
多
デ

坐
［消
印
］
　
昭
和
三
十
八
年
三
月
十
一
日

［種
類
］
　
ペ
ン
書

［裏
面
翻
刻
］

御
手
紙
謝
々

曹
望
僖
の
石
の
宥
真
が
シ
レ
ン
に

な
き
や
と
先
夜
も
お
話
し
て
を
り
ま
し
た

が
、
セ
ガ
レ
に
き
・
ま
し
た
所
、
や
は
り
載
っ
て

居
り
、
そ
の
復
寓
原
版
も
あ
り
ま
し
た
の
で
早



速
焼
付
を
命
じ
ま
し
た
。
明
日
は
出
来
て

V
る
と
思
ひ
ま
す
。
な
ほ
同
書
に
は
フ
ィ
ラ
デ

ル

フ

ィ
ア
大
学
美
術
館
蔵
と
あ
る
由
、
こ
れ
が

正

し
い
の
で
せ
う
。
私
の
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
と
い
ふ
記
憶

は
御
な
し
東
洋
文
化
史
大
系
な
ど
か
ら
出
た
も
の

か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
シ
レ
ン
に
は
四
面
完
具
で
す
。
右

［表
面
翻
刻
］

練
馬
区
関
町
五
ノ
1
　
1
1
1
1
　
1

　
松
井
如
流
様

111月
十
日

　
東
京
都
目
黒
区
中
目
黒
四
－
一
四
四
五

　
　
　
西
川
寧

　
　
　
　
　
　
　

　
電
話

目
黒
（
1
）
七
八
八
三
番

　
　
　
　
　
　
7

［補
考
］

　
『
書
品
』
　
二
二
七
号
に
お
い
て
、
「
蘇
孝
慈
墓
誌
銘
」
の
特
集
と
と
も
に
、
「
曹
望
僖
造
像
」

の

特
集
も
組
ま
れ
て
い
る
。
同
号
に
は
松
井
如
流
「
北
魏
・
曹
望
僖
造
像
」
の
論
考
も
掲
載
さ

れ

て

い

る
。
こ
の
論
考
の
中
に
は
、
曹
望
僖
造
像
の
原
石
に
つ
い
て
「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
大

学
美
術
館
に
蔵
せ
ら
れ
て
」
い
る
と
の
記
載
が
あ
る
。
ま
た
、
如
流
は
「
戦
前
刊
行
の
東
洋
文

化
史
大
系
「
漢
魏
六
朝
時
代
」
に
こ
の
石
の
写
真
が
載
つ
て
お
り
」
と
言
及
し
て
お
り
、
こ
の

葉
書
の
話
と
も
共
通
す
る
。

［
資
料
番
号
］
1
9

［表
面
図
版
］

講
p

41；1，　／RフMl，玄一23／

≡零サ存亘雇＼

一

三，叱麦、多〆擁し1こxl

i｛1－　｝ii奪こ　一

　　　　　　ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
づ

諺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ノ

［消
印
］
　
昭
和
三
十
九
年
七
月
十
四
日
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［種
類
］
　
ペ
ン
書



［表
面
翻
刻
］

日本　東京都

練馬区、関町、5－231

松井如流様

北京、新脩飯店22

　　　　　西川寧

5．　6．7日一広東、8日北京に入。

楚図南氏の招宴。古河庭の文

会。北海壇島の書法展に行、

談論風発です。今日は郭老

（鼎堂）突然の電話で什刹

海南河沿の郭宅を訪

問。一同頗る好調。豊翁

の糞づまりも特大潅腸で

一気に解決しました。明日

は故宮で特別観覧。慶

雲堂の拓本がめっきり痩せ

てしまひました。　　　13日

［補
考
］

　
昭
和
四

十
年
七
月
二
十
日
か
ら
八
月
二
日
の
期
間
、
北
京
展
覧
館
を
会
場
に
「
日
本
豊
道
春

海
書
法
展
観
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
中
国
人
民
対
外
文
化
協
会
か
ら
の
招
請
に
よ
っ

て

実

現

し
た
。
上
海
で
は
八
月
十
五
日
か
ら
十
日
間
、
上
海
博
物
館
を
会
場
と
し
て
催
さ

れ
、
広
州
で
は
九
月
十
三
日
か
ら
十
日
間
、
中
山
公
園
の
文
化
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。
こ

の

展
覧
会
の
開
催
に
あ
た
っ
て
四
名
が
招
待
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
は
曲
豆
道
春
海
、

息
子
の
豊
道
和
雄
、
交
流
協
会
事
務
局
次
長
の
村
岡
久
平
、
そ
し
て
西
川
寧
で
あ
っ
た
。

　
六

月
三
十
日
、
神
田
の
学
士
会
館
に
お
い
て
「
曲
豆
道
春
海
氏
訪
中
歓
送
会
」
が
開
催
さ
れ

た
o
そ
し
て
訪
中
メ
ン
バ
ー
一
同
は
、
七
月
四
日
に
東
京
を
出
立
し
、
広
州
で
三
日
問
を
過
ご

し
た
後
、
八
日
に
北
京
へ
入
っ
た
。
し
か
し
、
船
便
で
出
し
た
展
観
作
品
が
予
定
通
り
に
着
か

ず
、
十
四
日
に
会
場
で
あ
る
北
京
展
覧
館
を
検
分
し
、
十
六
日
に
荷
と
き
、
二
十
日
に
開
幕
式

を
迎
え
た
こ
と
が
『
書
品
』
一
六
四
号
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
西
川
寧
た
ち
は
そ
の

後
、
会
場
を
展
観
し
た
後
、
二
十
五
日
に
帰
国
し
て
い
る
。

　
書
面

中
に
登
場
す
る
楚
図
南
は
、
学
者
で
あ
り
、
「
日
本
豊
道
春
海
書
法
展
観
」
の
開
会
式

の

際
、
開
会
の
辞
を
述
べ
た
人
物
で
あ
る
。
さ
ら
に
豊
道
春
海
は
開
幕
式
の
夜
に
北
京
飯
店
で

祝
賀
宴
が
催
さ
れ
た
際
、
楚
図
南
に
作
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
お
り
、
交
流
が
見
ら
れ
る
。

　
七

月
十
三
日
に
一
同
が
訪
れ
た
什
刹
海
南
河
沿
の
郭
沫
若
宅
は
、
現
在
、
北
京
郭
沫
若
記
念

館
と
な
っ
て
い
る
場
所
で
あ
る
。
郭
沫
若
は
「
日
本
豊
道
春
海
書
法
展
観
」
記
念
の
小
冊
子
の

題

を
書
し
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
ま
た
小
冊
子
巻
頭
に
は
郭
沫
若
の
献
辞
が
掲
載
さ
れ
た
よ
う

で
あ
る
が
、
『
書
品
』
一
六
四
号
に
転
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
姿
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
明
日
は
故
宮
で
特
別
観
覧
」
と
あ
る
が
、
同
号
『
書
品
』
に
よ
る
と
、
十
四
日
は
展
覧
会

場
で
あ
る
北
京
展
覧
館
を
検
分
し
て
お
り
、
前
後
は
定
か
で
な
い
が
、
故
宮
博
物
院
と
北
京
展

覧
館
に
訪
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
そ
し
て
帰
国
後
の
八
月
二
十
九
日
、
半
蔵
門
の
金
剛
飯
店
に
お
い
て
「
豊
道
春
海
先
生
帰
国

歓
迎
報
告
会
」
が
催
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
訪
中
の
様
子
は
そ
こ
で
報
告
さ
れ
た
よ
う
で
あ

る
。
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［資
料
番
号
］
　
2
o

［裏
面
図
版
］

［消
印
］
　
昭
和
四
十
年
七
月
十
六
日

［種
類
］
　
ペ
ン
書

［裏
面
翻
刻
］

ま
・
こ
・
に
と
ま
り

ま
し
た
。
こ
の
棟

の
後
の
別
棟
の

四

階

で
す
。

［表
面
図
版
］

宿
か
ら
大
雁

塔
が
見
え
て

ゐ
ま
す
。

［表
面
翻
刻
］

日本　東京都

練馬区、関町

　5－231

　松井如流様

西安、人民大慶に

て

西川寧

一
昨
日
西
安
へ
参
り
、
昨
日
碑
林
で
一
日
を

過
し
。
今
日
午
前
へ
華
清
池
へ
行

っ

て

来
ま
し
た
。
今
三
時
過
、
こ
れ

か

ら
半
披
へ
参
り
ま
す
。
何
だ
か

ひ

ど
く
忙
し
v
過
し
て
居
ま
す
が

一
同
頗
る
元
氣
で
す
。
少
し
は

収
穫
も
あ
り
ま
す
が
荷
物
が

ふ

v
れ
る
の
で
閉
口
々
々

［補
考
］

　
昭

和
四
十
年
、
中
華
人
民
共
和
国
対
外
文
化
協
会
の
招
聴
に
よ
っ
て
、
第
四
次
訪
中
書
道
代

表
団
が
中
国
を
訪
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
西
川
寧
は
団
長
と
し
て
訪
中
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は

そ
の
際
の
葉
書
で
あ
る
。
昭
和
四
十
年
六
月
二
十
九
日
に
市
ヶ
谷
の
私
学
会
館
で
壮
行
会
が
催
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さ
れ
、
一
同
は
七
月
1
日
に
中
国
へ
と
渡
っ
た
。
書
面
中
に
、
＝
昨
日
西
安
へ
参
り
、
昨
日

碑
林
で
一
日
を
過
し
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
七
月
十
四
日
、
西
安
に
訪
れ
、
十
五
日
に
挾
西
省

博
物
館
に
て
一
日
を
過
ご
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
書
品
』
一
六
五
号
に
は
、
大
成
殿
基

壇
上

に
お
い
て
武
伯
論
館
長
と
共
に
撮
影
し
た
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
十
五

日
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
十
六
日
に
行
っ
た
と
さ
れ
る
華
清
池
と
は
楊
貴
妃
が
湯
浴

み

し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
華
清
宮
で
あ
り
、
半
披
と
は
西
安
市
に
存
在
す
る
半
披
遺
跡
の
こ
と

で

あ
ろ
う
。
『
書
品
』
一
六
四
号
に
よ
る
と
、
七
月
三
十
日
に
第
四
次
訪
中
書
道
代
表
団
は
帰

国
し
て
お
り
、
従
っ
て
一
同
は
約
一
カ
月
間
中
国
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
『
書
品
』
一
六
四
号
で
特
集
さ
れ
た
「
元
禎
墓
誌
銘
」
は
、
西
川
寧
が
昭
和
三
十
六
年
に
第

二
次
訪
中
書
道
代
表
団
と
し
て
訪
中
し
た
際
に
新
獲
し
た
資
料
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
西
川

寧
は
訪
中
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
資
料
を
入
手
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
葉
書
終
盤
に
あ
る

「
少

し
は
収
穫
も
あ
り
ま
す
」
と
い
う
一
文
は
、
こ
う
し
た
新
資
料
の
収
穫
を
指
し
て
い
た
の

で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
帰
国
後
の
九
月
か
ら
十
月
に
わ
た
っ
て
、
東
京
、
大
阪
、
北
九
州
の
三
地
域
に
て
「
中

国
1
1
千
年
の
美
」
展
と
題
し
、
西
安
碑
林
の
拓
本
が
展
観
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
『
書
品
』

一
六
五
号
で

は
「
西
安
碑
林
拓
本
展
」
の
特
集
が
組
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
陳
西
省
博
物

館
内
部
の
写
真
が
何
点
か
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
写
真
は
、
西
川
寧
が
中
国
滞
在
中
に

撮
影
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
「
中
国
二
千
年
の
美
」
展
は
以
前
よ
り
計
画
さ
れ
て
い
た
も

の

で

あ
り
、
第
四
次
訪
中
書
道
代
表
団
と
の
関
連
は
定
か
で
な
い
。
西
川
寧
は
こ
の
展
覧
会
開

催
に

あ
た
っ
て
尽
力
し
て
い
た
が
、
こ
う
し
た
訪
申
の
経
験
も
ま
た
活
か
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ

う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

お
わ
り
に

　
こ
こ
ま
で
、
二
稿
に
わ
た
っ
て
、
成
田
山
書
道
美
術
館
蔵
松
井
如
流
宛
西
川
寧
葉
書
を
紹
介

し
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
主
な
内
容
は
『
書
品
』
編
集
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
西
川
寧
は
『
書

品
』
編
集
主
幹
を
務
め
、
松
井
如
流
も
ま
た
そ
の
編
集
に
携
わ
っ
て
い
た
。
『
書
品
』
編
集
に

関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
西
嶋
慎
一
の
論
考
や
『
書
品
』
記
念
号
に
お
け
る
各
編
者
の
回
顧
録
、

さ
ら
に
『
書
品
』
巻
末
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
書
品
後
語
」
な
ど
に
お
い
て
僅
か
に
語
ら
れ
て

い

る
の
み
で
あ
る
。
従
っ
て
、
今
回
葉
書
を
紹
介
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
書
品
』
編
集
の
よ

り
リ
ア
ル
な
姿
が
確
認
で
き
た
と
い
え
る
。

　
『
書
品
』
の
編
集
会
議
は
毎
週
火
曜
日
に
京
橋
の
事
務
所
で
開
催
さ
れ
て
い
た
が
、
編
集
会

議
以

外
の

場
面

に
お
い
て
も
西
川
寧
や
松
井
如
流
を
始
め
と
す
る
「
編
集
室
」
の
メ
ン
バ
ー

は
、
『
書
品
』
編
集
に
尽
力
し
て
い
た
o
資
料
番
号
1
で
は
、
「
校
正
は
五
日
出
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
o
五
日
夜
當
方
で
初
稿
を
済
ま
せ
る
つ
も
り
」
と
、
西
川
寧
が
自
宅
に
て
初
稿
を
済
ま

せ
て

い

た
様
子
が
み
え
る
。
こ
の
他
に
も
、
資
料
番
号
2
に
は
「
岩
瀬
君
図
版
ゲ
ラ
を
持
来

り
、
全
部
完
了
」
と
あ
り
、
火
曜
日
の
編
集
会
議
以
外
の
場
面
に
お
い
て
も
多
く
の
作
業
を

行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
『
書
品
』
の
編
集
業
務
は
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

で
執
り
行
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

　
さ
ら
に
西
川
寧
は
図
版
の
割
付
な
ど
も
担
当
す
る
こ
と
が
あ
り
、
資
料
番
号
1
3
か
ら
は
、

い
か

に
苦
心
し
て
図
版
割
付
な
ど
の
作
業
に
あ
た
っ
て
い
た
か
が
窺
え
よ
う
。
こ
う
し
た
図
版

の

ゲ

ラ
や
校
正
に
関
す
る
業
務
は
、
松
井
如
流
が
担
う
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
西
川
寧
が
中

心

と
な
っ
て
、
印
刷
業
者
と
連
絡
を
と
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
資
料
番
号
1
の
書
面

中
に
あ
る
「
雨
海
氏
ど
う
や
ら
落
第
点
で
す
」
と
い
う
一
文
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
『
書
品
』

に

掲
載

さ
れ
る
論
考
は
西
川
寧
の
眼
を
通
過
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
加
え
て
、
資
料

番
号
1
0
に
は
「
元
永
本
だ
け
で
い
く
こ
と
は
先
夜
も
御
話
し
た
通
り
た
し
か
に
一
案
で
す
」

と
あ
る
が
、
『
書
品
』
誌
の
特
集
内
容
は
各
編
集
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
西
川
寧
が
最
終

的
な
決
定
を
下
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
葉
書
を
概
観
す
る
と
、
西
川
寧
と
松
井
如
流
の
交
流
は
『
書
品
』
編
集
の

み
に

留
ま
ら
な
い
。
資
料
番
号
3
の
「
成
都
西
楼
帖
」
に
関
す
る
談
義
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う

に
、
『
書
品
』
を
編
集
す
る
に
あ
た
っ
て
の
書
道
談
義
の
他
、
資
料
番
号
1
1
の
よ
う
な
『
定

本

書
道
全
集
』
に
関
す
る
資
料
の
貸
し
借
り
、
資
料
番
号
1
2
の
よ
う
な
東
京
国
立
博
物
館

一
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の
展
示
品
に
関
す
る
文
物
の
貸
し
借
り
な
ど
、
様
々
な
交
流
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
周
知
の
通

り
、
昭
和
三
十
三
年
か
ら
刊
行
が
始
ま
っ
た
『
書
跡
名
品
叢
刊
』
に
は
、
松
井
如
流
、
西
川
寧

の

双
方
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
両
者
は
『
書
品
』
編
集
を
行
う
過
程
で
、
互
い
に
書
道
史
家

と
し
て
認
め
合
い
、
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
た
と
も
い
え
る
。

　
ま
た
資
料
番
号
1
か
ら
は
、
西
川
寧
が
松
井
如
流
の
主
宰
す
る
朝
聞
書
会
展
を
観
覧
す
る
約

束

を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
自
明
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
作
家
と
し
て
の
交
流
も
両

者
の
間
に
は
存
在
し
て
い
る
。

　
『
書
品
』
は
書
道
研
究
雑
誌
と
し
て
、
ま
た
同
時
代
作
家
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
雑
誌
と

し
て
著
名
で
あ
り
、
こ
の
時
代
を
代
表
す
る
書
道
雑
誌
の
一
つ
で
あ
る
。
西
川
寧
の
弟
子
で
あ

り
、
こ
れ
ら
の
葉
書
に
も
登
場
す
る
青
山
杉
雨
は
、
昭
和
三
十
一
年
か
ら
書
道
雑
誌
『
近
代
書

道
グ

ラ
フ
』
を
刊
行
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
『
書
品
』
編
集
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が
詰
め
込

ま
れ
て
い
る
。

　
『
書
品
』
は
刊
行
か
ら
数
年
が
経
っ
て
、
全
巻
揃
え
る
の
は
難
し
い
と
言
わ
し
め
る
ほ
ど
の

人
気
雑
誌
と
な
っ
た
。
今
回
、
こ
れ
ら
一
群
の
葉
書
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
西
川
寧
の

編

集
や
書
道
史
研
究
に
対
す
る
真
摯
な
姿
勢
が
垣
間
見
え
た
。
こ
う
し
た
西
川
寧
、
松
井
如
流

を
始
め
と
す
る
編
集
ス
タ
ッ
フ
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
、
『
書
品
』
は
戦
後
の
書
道
界

を
彩
る
書
道
雑
誌
と
な
り
得
た
の
で
あ
る
。
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注（
1
）
「
『
書
品
』
の
編
集
室
」
『
五
十
年
の
回
顧

　
　

年
、
芸
術
新
聞
社
）
参
照
。

あ
る
書
道
編
集
者
の
軌
跡
』
（
平
成
二
十
四


